
 

 

平成３０年度 全国学力・学習状況調査の結果分析と今後の対策  

敦賀市立赤崎小学校 

  

本年度４月１７日（火）に全国の６年生の児童を対象に「国語」「算数」「理科」「質問

紙」の４つの調査が行われました。 

 今年度の本校の各教科での正答率は大変よい結果でした。過去３年間の様子から、各教科

・学習状況調査での結果分析と今後の対策を以下のようにまとめました。本校児童の傾向を

ご理解いただき、家庭でのご協力をお願いします。 

 

§１ 学力状況調査に関する結果 

国語Ａ  
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算数Ｂ  

 

 

 

【良好であったこと】 

・慣用句の使い方や漢字の読み書き 

・登場人物の心情について、情景描写を基に捉えること 

・相手や場面に応じて適切に敬語を使うこと 

・文の中における主語と述語との関係などに注意して、文を正しく書くこと等 

【良好であったこと】 

・話し手の意図を捉えながら聞き、自分の意見と比べ考えをまとめること 

・目的や意図に応じて、文章全体の構成の効果を考えること 

【課題となること】 

・目的に応じて、複数の本や文章などを選んで読むこと 

・目的や意図に応じ、内容の中心を明確にして、詳しく

書くこと 

＜対応策＞ 

条件を設定して、作文す

る経験を積ませていき

ます。 

【良好であったこと】 

・小数の除法の意味について理解していること 

・十進位取り奇数法で表された数の大小を理解していること    

・百分率を求めることができること 

・円周率の意味について理解していること 等 

【良好であったこと】 

図形の構成要素や性質を基に、集まった角の大きさの和が３６０°になって

いることを記述できること 

 【課題となること】 

・棒グラフと帯グラフから情報を読み取り、 

適切に判断することができること 

＜対応策＞ 

情報を収集し、表やグラフに整理

し直して考察する機会を増やし

ます。 



 

 

理科  

 

 

 

 

 

 

§２ 学習状況調査に関する結果

  赤崎小学校スクールプランの重点目標

好な回答がほとんどでした。 

 

◇家庭学習の習慣が身についている

質問番号（１０）「家で、自分で計画を立てて勉強していますか」

「授業の予習・復習をしていますか」

「問題の解き方がわからない時は、いろいろな方法を考える」も良好

 

◇より良い人間関係を築いている

質問番号（５）「いじめは、どんな理由があってもいけないことだ

         「人の役に立つ人間に

「家の人と学校の出来事について話をしますか」も良好

 

◇目標（夢）に向かって努力

質問番号（３）「将来の夢や目標を持っていますか」

 

◇ふるさとに関心がある 

質問番号（２２）「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか」

「今住んでいる地域の行事に参加していますか

「地域でボランティアに参加したことがありますか」

 

 

 

【良好であったこと】

・より妥当な考えをつくりだすために

けながら、分析して考察できること

・物を水に溶かしても全体の重さは変わらないことを

体積が増えた食塩水に適用できること

 【課題となること】 

・太陽の１日の位置の変化と光電池に生じ

る電流の変化の関係を目的に合ったもの

づくりに適用できること 

 

学習状況調査に関する結果 

赤崎小学校スクールプランの重点目標に関係する質問項目については

 

についている 

質問番号（１０）「家で、自分で計画を立てて勉強していますか」 

授業の予習・復習をしていますか」 

「問題の解き方がわからない時は、いろいろな方法を考える」も良好

いている 

質問番号（５）「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと

「人の役に立つ人間になりたい」 

「家の人と学校の出来事について話をしますか」も良好 

努力している 

質問番号（３）「将来の夢や目標を持っていますか」 

「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか」

「今住んでいる地域の行事に参加していますか」 

でボランティアに参加したことがありますか」も良好 

であったこと】 

・より妥当な考えをつくりだすために、複数の情報を関係付 

分析して考察できること 

・物を水に溶かしても全体の重さは変わらないことを、食塩を溶かし

体積が増えた食塩水に適用できること 

・太陽の１日の位置の変化と光電池に生じ 

る電流の変化の関係を目的に合ったもの 

＜対応策＞ 

学習内容や生活経験を

常生活に適用するふり返り

います。  

は、とても意欲的で良

 

「問題の解き方がわからない時は、いろいろな方法を考える」も良好 

と思いますか」 

「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか」 

 

食塩を溶かして 

学習内容や生活経験を、実際の自然や日

常生活に適用するふり返りを確実に行



 

 

§３ 過去３年間の調査結果から 

 

【角鹿中校区小中学校における共通した取組】 

①  基礎的・基本的内容の定着                                                    

→各教科における『児童生徒の弱み』を分析し、克服を目指した授業づくりを行います。 

→授業の終末の『振り返り』を継続し、内容の整理と理解の確認に取り組みます。 

②家庭学習時間の確保                                                          

→家庭学習の成果を試す場を設定し、家庭と学校との『学習のつながり』を強化します。 

③ＳＮＳに関する正しい知識の理解と使用上のマナー向上                          

→ＳＮＳの活用に関する『小中共通のルール』を基に、継続した指導に取り組みます。 

④活字とふれ合う機会の設定                                                    

→『読書意欲』を高めるために図書室の環境整備や優良図書の紹介に努めます。      

→新聞記事を活用した『自分の考えを持つ学習』により読解力の向上を図ります。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

良好であ

ったこと 

・基礎・基本的な問題は、ほぼ定着している。 

・無解答がない。何とか考えて答えを導こうとする前向きな姿勢が見られる。 

・将来の夢や目標を持ち、人の役に立つ人間になりたいと思っている。 

 

課題とな 

ること 

・必要な情報を素早く読み取ること。 

・目的や意図に応じ、内容の中心を明確にして、詳しく書くこと。 

・情報を関連づけて、順序立てて説明すること。 

今後も、ご家庭との連携を十分に図りながら、 

 赤崎っ子の学力及び生活習慣の向上をめざしてまいりますので、 

ご協力の程よろしくお願いします。 


